
平
成
二
十
四
年
六
月
十
九
日
提
出

質

問

第

三

〇

一

号

使
用
者
の
労
働
委
員
会
救
済
命
令
不
履
行
是
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

服

部

良

一
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使
用
者
の
労
働
委
員
会
救
済
命
令
不
履
行
是
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書

労
働
委
員
会
の
救
済
命
令
制
度
は
、
「
団
結
権
及
び
団
体
交
渉
権
の
保
護
を
目
的
」
と
し
、
不
当
労
働
行
為
を
禁
止
し
た

「
規
定
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
使
用
者
に
よ
る
組
合
活
動
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
生
じ

た
状
態
を
右
命
令
に
よ
っ
て
直
接
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
常
な
労
使
関
係
秩
序
の
迅
速
な
回
復
、
確
保
」
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
（
第
二
鳩
タ
ク
シ
ー
事
件
、
最
高
裁
大
法
廷
一
九
七
七
年
二
月
二
十
三
日
判
決
）
。

そ
れ
故
に
、
労
働
委
員
会
の
救
済
命
令
は
行
政
処
分
と
し
て
、
命
令
を
受
け
た
使
用
者
は
、
そ
の
命
令
確
定
前
に
お
い
て
も

履
行
の
義
務
を
負
う
。
こ
の
こ
と
は
法
令
に
明
文
の
規
定
が
あ
り
、
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
五
六
第
八
六
号
、
平
成
十
五

年
六
月
六
日
）
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
義
務
に
違
反
し
て
救
済
命
令
不
履
行
を
続
け
る
使
用
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
こ
れ
は
、
団
結
権
保
障
の
実

効
性
確
保
の
観
点
か
ら
放
置
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

次
の
三
点
に
つ
き
、
最
近
五
年
間
の
状
況
を
各
年
毎
に
示
さ
れ
た
い
。

�

使
用
者
に
よ
る
労
働
委
員
会
救
済
命
令
不
履
行
件
数

�

裁
判
所
の
緊
急
命
令
（
労
働
組
合
法
第
二
十
七
条
の
二
十
）
が
出
さ
れ
て
も
、
使
用
者
が
労
働
委
員
会
命
令
不
履
行
を

一



続
け
て
い
る
事
件
数

�

救
済
命
令
が
確
定
判
決
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
場
合
に
、
使
用
者
が
こ
れ
に
違
反
し
て
な
お
履
行
し
な
い
件
数
（
同
法

二
十
八
条
に
よ
る
罰
則
対
象
と
な
る
も
の
）

二

使
用
者
に
対
し
て
、
係
争
中
で
あ
っ
て
も
、
労
働
委
員
会
命
令
不
履
行
が
法
令
違
反
で
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
か
つ
て
旧
労
働
省
は
「
労
働
関
係
に
お
け
る
不
当
な
実
力

の
行
使
の
防
止
に
つ
い
て
」
（
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
六
日
・
労
働
省
発
労
第
四
一
号
・
各
都
道
府
県
知
事
あ
て
労
働
事
務

次
官
通
知
）
、
「
団
結
権
、
団
体
交
渉
そ
の
他
の
団
体
行
動
権
に
関
す
る
労
働
教
育
行
政
の
指
針
に
つ
い
て
」
（
昭
和
三
十

二
年
一
月
十
四
日
・
発
労
第
一
号
・
各
都
道
府
県
知
事
あ
て
労
働
事
務
次
官
通
知
）
等
を
発
し
て
い
た
が
、
「
労
働
委
員
会

命
令
不
履
行
の
防
止
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
通
知
を
発
す
る
等
の
方
策
を
講
じ
る
べ
き
で
な
い
か
。
併
せ
て
答
弁
さ
れ
た

い
。

三

公
益
事
業
（
労
働
関
係
調
整
法
第
八
条
）
で
あ
る
医
療
事
業
に
お
い
て
労
働
委
員
会
命
令
不
履
行
事
件
が
生
じ
た
場
合
、

当
該
不
履
行
は
法
令
違
反
な
の
で
あ
る
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
「
医
療
法
人
の
業
務
若
し
く
は
会
計

が
法
令
…
…
に
違
反
し
、
又
は
そ
の
運
営
が
著
し
く
適
正
を
欠
く
」
（
医
療
法
第
六
十
四
条
）
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
（
同

二



第
六
十
三
条
）
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
医
療
法
第
六
十
三
条
又
は
第
六
十
四
条
に
基
づ
く
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
理
解
す
る
が
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

四

大
阪
の
医
療
法
人
南
労
会
で
は
、
賃
金
差
別
、
解
雇
問
題
等
に
つ
き
、
一
九
九
一
年
以
来
二
十
一
年
に
わ
た
っ
て
紛
争
状

態
が
生
じ
、
使
用
者
に
よ
る
数
多
く
の
不
当
労
働
行
為
と
救
済
命
令
不
履
行
が
続
い
て
い
る
。
差
別
的
な
賃
金
不
払
い
の
額

は
、
億
円
単
位
に
達
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
団
結
権
侵
害
、
労
働
者
の
生
存
権
侵
害
と
し
て
不
当
、
違
法
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
医
療
法
に
定
め
る
医
療
の
理
念
、
国
の
責
務
に
照
ら
し
て
も
深
刻
な
事
態
で
あ
り
、
一
医
療
法
人
の
問
題
に
止
ま
ら

な
い
重
大
性
を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
。
な
お
、
南
労
会
は
、
救
済
命
令
不
履
行
に
つ
い
て
、
「
係
争
中
で
あ
る
か
ら
」
と

弁
明
し
て
い
る
が
、
使
用
者
が
救
済
命
令
を
争
う
場
合
に
も
、
命
令
に
従
っ
た
上
で
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
主
張
は
無
意
味
で
あ
り
、
事
態
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。

�

政
府
は
当
該
事
案
を
把
握
し
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
違
法
行
為
に
対
し
て
い
か
な
る
対
応
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

�

南
労
会
は
、
緊
急
命
令
違
反
と
し
て
過
料
を
支
払
い
、
さ
ら
に
、
刑
罰
の
対
象
と
な
る
労
働
組
合
法
第
二
十
八
条
違
反

さ
え
犯
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
団
結
権
や
生
存
権
の
侵
害
、
法
秩
序
の
無
視
と
い
う
事
態
を
改
善
す
る
た
め
、
政
府
は
医

三



療
法
に
基
づ
く
業
務
の
是
正
等
、
適
切
な
方
策
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


